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企画通信 
特定非営利活動法人 要約筆記 高知・やまもも  平成 25年度 No.3 

第 22 回全国ボランティアフェスティバル

高知（11 月 23・24 日）で高知県ボラン   

ティア・ＮＰＯセンター様のご協力により、

遠隔情報保障の試験運用を実施しました。

一般の利用者に向けての試験運用は、  

初の取り組みです。 

 23日(1日目) スクリーンでも手元でも   

高知県民文化ホールでの開会式、表彰式で 

スクリーン投影とともに手元のスマートフ

ォンへの配信を行うことで情報取得の死角

を作らない方法を試みました。約 20 名が 

利用。休憩時間にはやまももの動画ＣＭも

初お披露目をしました。 

 

 

企画担当 門田民世 小笠原文香 松谷朝美 

■書き損じはがきの回収にご協力ください 
書き損じはがきを回収し、切手やはがきに交換してやまももの通信費へと活用しています。回収ボックス

は小津教室に常設しています。 

■Amazon で物品購入の際は、やまももホームページから 
ホームページ下に「Amazon」の通販サイトのリンクがあります。やまもものホームページから経由して

購入すると、購入金額の 5％が広告掲載料としてやまももに入ります。（購入者には一切手数料はかかり

ません）なお、「やまもものリンクから購入」を購入者が確認することはできませんのでご了承ください。 

 

◆◆◆  ご協力のお願い  ◆◆◆ 

●  遠隔情報保障テスト運用 ● 

   24日(2日目) 屋外の観光地でも    

分科会「観光ボランティアのおもてなし」

で高知城、坂本龍馬生誕地等、移動を伴

う観光で遠隔情報保障を行いました。 

入力者も動画で観光地を巡った気分にな

り、楽しみながらで入力できたようです。

また、この様子は新しい取り組みとして

高知新聞社と高知さんさんテレビに取り

上げられました。 

   ● 遠隔情報保障を手書きでも ●     

パソコンだけではありません！現在、 

手書きを配信出来る方法を模索中。  

来年度始めに企画します。 

 

小津教室：今回初めてスマートフォンのソフトを使い現場

から小津教室に動画を送り、プロジェクタで投影しまし

た。現場の様子がわかり、音声情報のみに比べて臨場感が

あり入力者の負担が軽減されました。 

 

 

現場の写真 

● 助成金申請状況 ●    

・NHK わかば基金  25.3 万円 

遠隔情報保障のための機材購入【再挑戦】 

・読売福祉基金 

活動資金  100 万円   【結果待ち】 


